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『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
本
文
に
見
る
日
本
伝
存
漢
籍
古
鈔
本
の
意
義

齋
藤
　
慎
一
郎

は
じ
め
に

古
代
・
中
世
日
本
漢
学
と
言
う
研
究
領
域
が
、
現
在
、
東
ア
ジ
ア
、
延
い
て
は
世
界
全
体
へ
と
広
が
る
中
国
学
研
究
の
中
に
接
続
す
る
と
す
れ

ば
如
何
な
る
こ
と
を
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
そ
の
一
案
と
し
て
、
前
近
代
の
日
本
で
経
書
を
専
門
と
し
た
明
経
道
の
博
士
家
で
あ
る
清

原
家
が
関
係
し
た
漢
籍
古
鈔
本
（
古
写
本
）
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
本
文
お
よ
び
そ
こ
で
構
築
さ
れ
た
学
説
を
、
清
代
か
ら
現
代
に
か
け
て
の
中

国
の
学
者
た
ち
に
よ
る
意
見
な
ど
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
古
鈔
本
が
有
す
る
意
義
に
つ
い
て
見
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

紀
元
前
六
世
紀
頃
の
孔
子
に
淵
源
を
求
め
ら
れ
る
儒
教
の
経
典
を
は
じ
め
、
中
国
古
典
と
さ
れ
る
も
の
に
は
、
現
在
ま
で
優
に
二
千
年
以
上
に

わ
た
っ
て
、
そ
の
本
文
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
で
は
古
来
（
遅
く
と
も
六
世
紀
初
頭
よ
り
以
前
）
か
ら
絶
え
ず
、
中

国
文
化
を
、
主
に
漢
籍
を
学
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
受
容
し
て
き
た
。
古
代
か
ら
中
世
初
に
か
け
て
の
日
本
で
漢
籍
を
学
習
す
る
際
に
は
、
唐
鈔

本
そ
の
も
の（

（
（

を
利
用
し
た
り
、
或
い
は
唐
鈔
本
を
基
に
転
写
し
た
本
を
使
用
し
た
り
し
た
。
宋
刊
本
が
登
場
し
、
そ
れ
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
十
世
紀
末
以
降
も
、
刊
本
が
一
気
に
主
流
と
な
っ
た
中
国
と
は
違
っ
て
、
日
本
に
は
人
間
の
手
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
鈔
本
こ
そ
を
書
物
本
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来
の
姿
と
し
て
尊
ぶ
考
え
が
ず
っ
と
残
存
し
た
。
ま
た
、
王
朝
交
替
に
伴
う
大
規
模
な
戦
乱
が
殆
ど
無
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
現
在
に
ま
で
伝

え
ら
れ
た
古
鈔
本
が
数
多
い
。
現
在
、
一
般
的
に
見
ら
れ
る
中
国
古
典
の
通
行
本
の
本
文
と
は
、
通
常
、
刊
本
が
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
宋
代

以
降
に
於
け
る
段
階
で
の
校
訂
を
経
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
過
程
で
唐
代
以
前
に
は
流
布
し
て
い
た
本
文
が
改
変
さ
れ
た
り
失
わ
れ
た
り
し
た
場

合
も
あ
る
。
対
し
て
日
本
に
は
、
そ
れ
以
前
の
漢
籍
古
鈔
本
が
伝
存
す
る
た
め
に
、
中
国
で
は
も
は
や
見
る
こ
と
の
出
来
な
く
な
っ
て
い
た
唐
代

以
前
の
本
文
の
か
た
ち
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
日
本
に
伝
存
す
る
漢
籍
古
鈔
本
に
は
、
訓
点
や
、
家
説
等
の
書
き
入
れ
と
い
っ
た
形
で
、
過
去
の
日
本
人
が
そ
れ
を
学
習
し
た
痕
跡
が

見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
は
、
往
昔
の
日
本
人
が
如
何
に
漢
籍
を
学
習
し
受
容
し
て
き
た
の
か
、
そ
の
営
為
を
知
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

日
本
に
伝
存
す
る
漢
籍
古
鈔
本
に
は
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
唐
鈔
本
系
統
の
本
文
を
有
す
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
や
学
習
の
具
合
を
表
す
書
き

入
れ
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
他
に
も
佚
存
書
が
含
ま
れ
る
こ
と
と
い
っ
た
価
値
が
認
め
ら
れ
る（

（
（

が
、
以
下
、
本
稿
で
は
、
経
書
の
一
つ
『
春
秋

経
伝
集
解
』
の
日
本
伝
存
古
鈔
本
に
見
ら
れ
る
本
文
の
異
同
や
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
日
本
人
が
学
習
し
た
痕
跡
か
ら
、
そ
れ
が
有
す
る
特
徴
の
実

例
を
示
し
て
み
た
い
。

一
、
清
原
家
に
於
け
る
『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
本
文

ま
ず
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
日
本
伝
存
古
鈔
本
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
書
物
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
平
安
時
代
と

鎌
倉
時
代
と
に
、
同
じ
清
原
家
（
明
経
道
の
博
士
家
）
の
学
者
が
関
係
し
た
鈔
本
が
現
存
し
て
い
て
、
比
較
す
る
上
で
興
味
深
い
視
点
を
提
供
し

て
く
れ
る
。

平
安
時
代
の
鈔
本
と
は
、
東
洋
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
巻
第
十
（
宣
公
上
）
の
一
巻
で
あ
る
。
奥
書
に
「
點
了　

頼
業
」「
保
延
五
年
五
月
十
八
日

受
庭
訓
了　

頼
業
」
と
あ
り
、
保
延
五
年
（
一
一
三
九
）、
清
原
頼
業
（
一
一
二
二
―
一
二
八
九
）
が
十
八
歳
の
時
、
父
祐
隆
か
ら
庭
訓
を
授
か

る
際
に
用
い
た
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
本
文
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
、
金
澤
文
庫
本
（
後
述
）
巻
三
十
の
奥
書
中
に
頼
業
に
よ

る
識
語
を
移
写
し
て
「
以
内
匠
允
重
憲
本
、
受
家
君
之
玄
訓
了
」
と
い
い
、
清
原
家
内
で
は
本
文
テ
ク
ス
ト
自
体
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
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思
わ
れ
る
か
ら
、
も
う
少
し
遡
る
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

も
う
一
方
、
鎌
倉
時
代
の
鈔
本
と
は
、
現
在
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
蔵
さ
れ
る
金
澤
文
庫
旧
蔵
の
三
十
巻
（
金
澤
文
庫
本
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

頼
業
の
孫
に
当
た
る
清
原
教
隆
（
一
一
九
九
―
一
二
六
五
）
お
よ
び
そ
の
子
の
直
隆
（
一
二
三
四
―
一
二
九
九
）・
俊
隆
（
一
二
四
一
―
一
二
九

〇
）
兄
弟
が
、
鎌
倉
に
下
っ
て
北
条
実
時
（
一
二
二
四
―
一
二
七
六
）
と
そ
の
子
の
篤
時
な
ら
び
に
顕
時
（
一
二
四
八
―
一
三
〇
一
）
に
家
説
を

伝
授
す
る
際
に
書
写
さ
れ
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
現
存
本
の
書
写
年
代
と
し
て
は
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
か
ら
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
ま

で
の
間
に
収
ま
る（

（
（

。

両
者
は
、
書
写
さ
れ
学
習
に
用
い
ら
れ
た
年
代
に
百
三
十
年
程
の
差
こ
そ
あ
れ
、
訓
点
、
欄
上
欄
外
の
注
記
や
行
間
の
傍
記
（『
経
典
釈
文
』

の
網
羅
的
な
引
用
書
き
入
れ
等
）、
裏
書
（
主
に
『
春
秋
正
義
』
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
た
訓
説
）
ま
で
が
、
表
記
面
で
の
時
代
的
変
遷
を
反
映
し

た
小
異
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
よ
く
一
致
し
て
い
る（

（
（

。
し
た
が
っ
て
、
三
十
巻
を
完
備
す
る
金
澤
文
庫
本
は
、
頼
業
が
大
成
し
た
清
原
家
の
左

伝
学
の
全
貌
を
今
日
に
伝
え
る
資
料
と
言
う
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
本
文
に
つ
い
て
見
る
と
、
東
洋
文
庫
蔵
本
と
金
澤
文
庫
本
と
の
間
で
、
そ
も
そ
も
書
写
さ
れ
た
字
句
が
異
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ

る
。
次
の
よ
う
な
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
表
1
）

所
在

通
行
の
刊
本
の
本
文

東
洋
文
庫
蔵
本
の
本
文

金
澤
文
庫
本
の
本
文

1
宣
公
二
年
の
経
文
の
注

而
稱
臣
以
弑
者
、
以
示
良
史
之
法

以
殺
者

以
弑
者

2
宣
公
二
年
の
伝
文
の
注

傳
言
趙
盾
所
以
稱
人
、
且
爲
四
年
楚
滅
若
敖
氏
張
本

以
稱
人

所
以
稱
人

3
宣
公
二
年
の
伝
文
の
注

以
明
於
例
應
稱
國
以
弑

國
以
殺
也

国
人
以
弑
也

4
宣
公
二
年
の
伝
文

君
能
有
終
、
則
社
稷
之
固
也

君
能
有
終

君
又
有
終

5
宣
公
二
年
の
伝
文

君
能
補
過
、
衮
不
廢
矣

君
能
補
過

君
肯
補
過

6
宣
公
二
年
の
伝
文

遂
扶（

（
（

以
下

遂
扶
以
下

遂
跣
以
下

7
宣
公
二
年
の
伝
文

乙
丑
、
趙
穿
攻
靈
公
於
桃
園

趙
穿
弑
靈
公

趙
穿
煞
靈
公
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こ
れ
は
主
要
な
相
違
を
拾
っ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
の
他
、
異
体
字
の
使
用
や
助
字
の
有
無
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
更
に
多
く
、
本
文
異

同
と
言
う
べ
き
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
校
注
の
書
き
入
れ
な
ど
は
見
受
け
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
ま
ず
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
本
文

が
異
な
る
と
い
う
点
は
、
や
は
り
注
目
に
値
す
る
と
思
う
。

さ
て
、
そ
こ
で
、
東
洋
文
庫
蔵
本
（
存
巻
十
）
と
金
澤
文
庫
本
巻
十
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
両
者
は
、
と
も
に

清
原
家
の
学
者
（
そ
れ
ぞ
れ
頼
業
と
教
隆
と
で
、
祖
父
と
孫
の
間
柄
に
あ
る
）
が
関
係
し
た
本
で
あ
り
、
清
原
家
の
秘
説
を
伝
え
る
書
き
入
れ
が

同
様
に
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
東
洋
文
庫
蔵
本
か
ら
金
澤
文
庫
本
へ
と
い
う
本
文
を
含
め
て
の
書
承
関
係
が
想
起
さ
れ
そ
う（

（
（

だ
が
、
本
文
に
の
み
多
く
の
相
違
が
見
ら
れ
る
点
に
照
ら
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
際
、
両
者
の
本
文
が
直
接
の
書
承
関
係
を
有
す
る
と
す
る

8
宣
公
二
年
の
伝
文
の
注

盾
出
奔
、
聞
公
弑
而
還

聞
公
煞
而
還

聞
公
弑
而
還
也

9
宣
公
二
年
の
伝
文

大
史
書
曰
、
趙
盾
弑
其
君

太
史
書
曰
、
趙
盾
煞
其
君

太
史
書
曰
、
趙
盾
弑
其
君

10
宣
公
二
年
の
伝
文
の
注

餘
子
、
嫡（

（
（

子
之
母
弟
也

適
子

嫡
子

11
宣
公
三
年
の
伝
文
の
注

漢
律
、
淫
季
父
之
妻
曰
報

淫

婬

12
宣
公
四
年
の
経
文

夏
、
六
月
、
乙
酉
、
鄭
公
子
歸
生
弑
其
君
夷

殺

弑

13
宣
公
四
年
の
伝
文

夏
、
弑
靈
公

殺

弑

14
宣
公
四
年
の
伝
文
の
注

懼
譖
而
從
弑
君

懼
譖
而
従
弑
（
君
ナ
シ
）

懼
譖
而
従
殺
（
君
ナ
シ
）

15
宣
公
八
年
の
経
文
の
注

雖
死
、
以
尸
將
事

以
尸
行
事

以
尸
将
事

16
宣
公
八
年
の
伝
文
の
注

傳
言
楚
彊
、
呉
越
服
從

楚
殭

楚
強

17
宣
公
九
年
の
経
文
の
注

三
與
文
同
盟

二
與
文
同
盟

三
與
文
同
盟

18
宣
公
十
年
の
伝
文
の
注

蓋
以
夏
姬
淫
放
、
故
謂
其
子
多
似
以
爲
戲

故
謂
其
子
多
似
為
戯
之
也

故
謂
其
子
多
似
以
為
戯
也

19
宣
公
十
一
年
の
経
文
の
注

乃
復
封
陳

封
陳

討
陳

20
宣
公
十
一
年
の
伝
文

王
待
諸
郔

延

郔

21
宣
公
十
一
年
の
伝
文
の
注

十
年
、
夏
徵
舒
弑
君

殺

弑
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の
は
誤
り
と
い
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

金
澤
文
庫
本
三
十
巻
に
は
そ
れ
ぞ
れ
極
め
て
詳
細
な
奥
書
が
附
さ
れ
、
当
該
巻
の
来
歴
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
巻
十
の
奥
書

は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
（
読
点
の
ほ
か
丸
数
字
と
相
当
す
る
西
暦
を
補
っ
た
。
丸
数
字
は
時
系
列
の
順
）。

〔
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
巻
十
奥
書
〕

本
奥
云

③
建
長
六
年
〔
一
二
五
四
〕
十
一
月
十
日
、
以
家
秘
説
奉
洒
掃
少
尹
尊
閤
畢　

 

前
参
河
守
清
原
〈
在
判
〉

本
奥
云

②
治
承
四
年
〔
一
一
八
〇
〕
十
二
月
八
日
、
授
良
別
駕
了
、
去
月
廿
六
日
、
車
駕
自
攝
州
還
于
平
安
亰　

 

大
外
記
〈
在
判
〉

①
應
保
二
年
〔
一
一
六
二
〕
七
月
四
日
、
以
證
本
移
點
了　

 

造
酒
正
〈
在
判
〉

④
文
永
五
年
〔
一
二
六
八
〕
十
一
月
十
七
日
、
以
累
家
之
秘
説
奉
授
于
越
州
才
郎
貴
殿
了　

 

朝
請
大
夫
清
原
（
花
押
）

時
系
列
の
順
に
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
事
実
が
把
握
で
き
る
。

ま
ず
①
、
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
七
月
四
日
、
頼
業
の
弟
に
当
た
る
清
原
祐
安（

（
（

が
証
本
か
ら
移
点
し
た
。
あ
く
ま
で
「
移
点
」（
訓
点
を
書

き
移
す
）
な
の
で
あ
っ
て
、
本
文
の
書
写
に
つ
い
て
の
記
述
で
な
い
点
に
注
意
し
た
い
。
祐
安
は
、
こ
の
直
前
ま
で
中
原
家
（
清
原
家
と
並
び
立

つ
明
経
道
の
博
士
家
）
の
養
子
と
し
て
過
ご
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら（

（（
（

、
こ
の
際
に
は
中
原
家
内
で
書
写
し
得
て
い
た
本
文
テ
ク
ス
ト
を

利
用
し
た
可
能
性
も
想
起
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

続
い
て
、
②
に
よ
っ
て
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
十
二
月
八
日
に
、
清
原
頼
業
か
ら
、
四
男
（
後
に
嫡
男
）
の
良
業
（
一
一
六
四
―
一
二
一

〇
）
に
対
す
る
伝
授
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
伝
授
と
は
一
対
一
の
読
み
合
わ
せ
形
式
で
行
わ
れ
る
も
の（

（（
（

だ
か
ら
、
師
弟
（
父
子
、
こ
の
場

合
で
は
頼
業
と
良
業
）
双
方
が
本
文
テ
ク
ス
ト
を
所
持
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
師
（
父
）
か
ら
弟
（
子
）
へ
と
訓
説
（
訓
点
お
よ
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び
書
き
入
れ
の
内
容
等
）
が
伝
授
さ
れ
る
。
こ
の
②
は
、
元
は
頼
業
の
良
業
に
対
す
る
加
証
奥
書
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
、
伝
授
の
際

に
子
の
良
業
が
所
持
し
て
い
た
本
が
、
元
来
①
の
奥
書
を
有
し
、
叔
父
祐
安
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
伝
授
の
際
、
被
伝
授
者
で
あ
る
子
の
良
業
は
、
伝
授
者
と
な
る
父
頼
業
の
所
持
本
（
例
え
ば
現
在
の
東
洋
文
庫
蔵
本
）
を
書
写
し

て
自
身
の
所
持
本
と
し
た
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
父
頼
業
が
、
さ
ら
に
そ
の
父
祐
隆
か
ら
伝
授

（
庭
訓
）
を
授
か
る
際
に
父
の
所
持
本
を
書
写
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
異
な
る
「
内
匠
允
重
憲
本
」
を
用
い
た
と
す
る
の
と
共
通
す
る
傾

向
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

③
は
、
北
条
実
時
（「
洒
掃
少
尹
」）
が
清
原
教
隆
（「
前
参
河
守
清
原
」）
よ
り
伝
授
を
受
け
た
こ
と
を
示
す
奥
書
。
少
な
く
と
も
①
・
②
の
内

容
が
記
さ
れ
た
奥
書
を
持
つ
本
が
、
実
時
に
よ
る
書
写
に
利
用
さ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
但
し
、
そ
の
書
写
元
の
本
は
、
こ
の
時
の
伝
授
者

と
な
る
教
隆
の
所
持
本
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
他
の
巻
の
奥
書
の
様
相
に
照
ら
す
に
、
子
の
直
隆
ま
た
は
俊
隆
の
所
持
本
で
あ
っ
た
も
の
か
と

考
え
ら
れ（

（（
（

、
こ
の
伝
授
に
際
し
て
も
伝
授
者
（
教
隆
）
と
被
伝
授
者
（
実
時
）
と
が
所
持
す
る
本
文
テ
ク
ス
ト
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
、
頼
業
が
父
祐
隆
か
ら
庭
訓
を
受
け
た
際
、
ま
た
良
業
が
父
頼
業
か
ら
庭
訓
を
受
け
た
際
と
同
様
の
手
法

（
師
弟
で
所
持
す
る
本
文
系
統
を
違
え
る
）
だ
と
み
ら
れ
る
。

最
後
の
④
は
、
③
の
際
に
生
じ
た
実
時
所
用
本
の
写
し
で
あ
る
こ
の
金
澤
文
庫
本
巻
十
そ
の
も
の
の
伝
授
奥
書
で
、
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）

十
一
月
十
七
日
に
、
清
原
直
隆
（「
朝
請
大
夫
清
原
」）
が
北
条
篤
時
（「
越
州
才
郎
」）
に
対
し
て
代
々
の
秘
説
を
授
け
た
こ
と
を
保
証
す
る
内
容

に
な
っ
て
い
る
。

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
こ
の
金
澤
文
庫
本
巻
十
の
本
文
は
、
遡
る
と
頼
業
所
持
本
（
東
洋
文
庫
蔵
本
の
類
）
に
行
き
着
く
の
で
は
な
く
、
実
は

そ
の
弟
祐
安
そ
し
て
嫡
男
良
業
の
所
持
し
て
い
た
本
に
行
き
着
く
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
現
在
に
残
る
両
者
の
本
文
を
比
較
し
た

と
き
の
差
異
に
よ
っ
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
う
。
或
い
は
、
祐
安
・
良
業
本
の
本
文
は
、
中
原
家
由
来
の
本
文
と
い
う
こ
と
も
出
来

る
か
も
知
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
清
原
家
の
学
問
姿
勢
と
し
て
は
、
一
つ
の
本
文
に
校
定
し
て
収
斂
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
複
数
の
系
統
の
本
文
を
保
存
し
て
、
一
族



─ 112─

間
ほ
か
で
本
文
テ
ク
ス
ト
を
譲
渡
し
合
い
、
伝
授
の
場
に
於
い
て
も
多
様
な
説
の
摂
取
や
本
文
の
校
勘
を
図
る
方
針
が
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
出

来
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
多
様
な
本
文
を
同
じ
家
の
中
で
所
持
し
得
た
日
本
の
古
鈔
本
が
、
現
在
に
於
い
て
『
春
秋
左
氏
伝
』
の
本
文
を
研
究

す
る
に
際
し
て
は
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
か
、
以
下
、
二
つ
の
場
面
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

二
、
本
文
か
ら
み
え
る
こ
と
─
「
攻
」
か
「
殺
」
か
「
弑
」
か

『
春
秋
経
伝
集
解
』
巻
十
、
宣
公
二
年
の
伝
文
の
う
ち
に
、
通
行
の
諸
刊
本
で
は
、「
乙
丑
、
趙
穿
攻
靈
公
於
桃
園
」
と
す
る
一
文
が
見
ら
れ

る
。こ

の
箇
所
を
、
東
洋
文
庫
蔵
本
で
見
る
と
、
そ
の
本
文
は
「
乙
丑
趙
穿
弑
霊
公
於
桃
園
」
と
な
っ
て
い
る
（
図
版
１
）。
こ
の
本
文
の
か
た
ち

は
、
六
世
紀
末
の
陸
徳
明
撰
『
経
典
釈
文
』（
春
秋
左
氏
音
義
）
に
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
「
趙
穿
攻
〈
如
字
、
本
或
作
弑
〉」
と
い
っ
て
、「
攻
」

を
「
弑
」
と
す
る
本
も
あ
る
と
い
う
異
本
注
記
に
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
経
典
釈
文
』
の
記
載
か
ら
は
、
東
洋
文
庫
蔵
本
に
見
ら
れ
る

よ
う
な
本
文
の
か
た
ち
が
、
初
唐
の
中
国
に
於
い
て
も
存
在
し
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
東
洋
文
庫
蔵
本
で
、
当
該
文
の
右
傍
に
「
扌
攻
〈
セ
ム

／
如
字
本
或
作
弑
〉」（「
攻
」
字
の
み
朱
筆
）
と
あ
る
の
は
、『
経
典
釈
文
』
を
網
羅
的
に
引
用
注
記
す
る
清
原
家
で
の
学
習
態
度
の
一
環
で
あ

る
。
な
お
、「
扌
」
と
は
「
摺
」
の
偏
を
残
し
て
減
画
し
た
略
体
で
、
摺
本
（
宋
刊
本
）
に
は
こ
う
見
ら
れ
る
の
意
。

と
こ
ろ
が
、
同
じ
箇
所
を
金
澤
文
庫
本
で
見
て
み
る
と
、
そ
の
本
文
と
し
て
は
「
乙
丑
趙
穿
煞
霊
公
於
桃
園
」（「
煞
」
は
す
な
わ
ち
「
殺
」）

と
あ
る
（
図
版
２
）。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
東
洋
文
庫
蔵
本
と
の
間
で
の
本
文
異
同
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
金
澤
文
庫
本
で
も
「
煞
」
字

の
右
傍
に
は
、
東
洋
文
庫
蔵
本
と
同
様
「
攻
〈
扌
乍
／
セ
ム
〉」
と
書
き
入
れ
が
あ
る
（「
扌
乍
」
は
「
摺
作
」）。
欄
上
に
は
東
洋
文
庫
蔵
本
と
同

じ
字
（「
弑
」）
が
記
さ
れ
、
そ
の
下
に
『
経
典
釈
文
』
の
引
用
注
記
が
な
さ
れ
る
。
金
澤
文
庫
本
と
し
て
は
「
煞
」
字
を
持
つ
本
文
が
ま
ず
あ

り
、
伝
授
の
過
程
で
「
弑
」
字
を
有
す
る
別
の
本
文
と
校
合
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
一
字
分
に
入
る
べ
き
文
字
と
し
て
金
澤
文
庫
本
に
は
、
そ
も
そ
も
書
写
さ
れ
た
「
煞
」（
殺
。
但
し
去
声
の
声
点
）、
伝
授
の
過
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程
で
他
の
清
原
家
本
（
東
洋
文
庫
蔵
本
の
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
）
か
ら
示
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
「
弑
」、
そ
し
て
『
経
典
釈
文
』

の
見
出
し
で
も
あ
り
新
渡
の
宋
刊
本
の
本
文
で
も
あ
る
「
攻
」
と
い
う
三
通
り
が
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
。
古
来
、
様
々
な
本
文
異
同
の
生
じ
得

（
図
版
２
）
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
当
該
箇
所
。
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
。

（
図
版
１
）
保
延
五
年
清
原
頼
業
奥
書
『
春
秋
経
伝
集
解
』
当
該
箇
所
。
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
所
蔵
。
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る
箇
所
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

さ
て
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
清
の
王
引
之
（
一
七
六
六
―
一
八
三
四
）
は
、
著
作
『
経
義
述
聞
』（
巻
十
八
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
言
っ

て
い
る
。

攻
、
本
作
殺
。
殺
字
隸
或
作
煞
、
上
半
與
攻
相
佀
。
又
因
上
文
伏
甲
將
攻
之
而
誤
爲
攻
耳
。
趙
穿
殺
靈
公
、
故
大
史
書
曰
、
趙
盾
弑
其
君
。

若
但
攻
之
而
已
、
則
殺
與
否
尚
未
可
知
、
大
史
何
由
而
書
弑
乎
。
杜
注
宣
子
未
出
山
而
復
曰
、
聞
公
殺
而
還
。
公
殺
、
正
謂
趙
穿
殺
靈
公
。

則
杜
所
據
本
作
殺
明
甚
。
釋
文
攻
如
字
、
亦
當
作
殺
如
字
。（
後
略
）

す
な
わ
ち
、「「
殺
」
字
は
隷
書
で
は
「
煞
」
と
も
書
き
、
上
半
分
が
「
攻
」
字
と
似
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
よ
り
前
の
伝
文
「
伏
甲
将
攻
之
」

（
甲
を
伏
せ
て
将
に
攻
め
む
と
す
）
に
釣
ら
れ
て
誤
っ
て
「
攻
」
と
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
趙
穿
が
霊
公
を
殺
し
た
の
だ
か
ら
、（
後
の
伝
文
に
も
）

「
大
史
書
曰
、
趙
盾
弑
其
君
」（
大
史
書
し
て
曰
く
、
趙
盾 

其
の
君
を
弑
す
）
と
言
う
。
も
し
た
だ
攻
め
た
だ
け
な
ら
、
殺
し
た
の
か
ど
う
か
は

分
か
ら
な
い
の
に
、
大
史
は
ど
う
し
て
「
弑
」
と
書
く
の
か
。
杜
預
は
（
直
後
の
伝
文
）「
宣
子
未
出
山
而
復
」（
宣
子
未
だ
山
を
出
で
ず
し
て

復
る
）
に
注
し
て
、「
聞
公
殺（

（（
（

而
還
」（
公
殺
さ
れ
ぬ
と
聞
き
て
還
れ
り
）
と
言
う
。「
公
殺
」
と
は
、
た
し
か
に
趙
穿
が
霊
公
を
殺
し
た
こ
と
を

言
う
。
す
る
と
杜
預
の
依
拠
し
た
本
が
「
殺
」
と
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。『
経
典
釈
文
』
で
「
攻
〈
如
字
〉」
と
す
る
の
も
、
同
様
に
「
殺

〈
如
字
〉」
と
す
る
の
が
よ
い
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
王
引
之
は
、
当
該
文
は
本
来
「
趙
穿
殺
霊
公
」
で
あ
っ
た
も
の
だ
と
し
、
図
ら
ず
も

日
本
に
伝
存
し
た
金
澤
文
庫
本
の
本
文
と
合
致
す
る
新
見
を
示
し
た
わ
け
だ
。
現
代
の
中
国
に
於
け
る
左
伝
の
注
釈
書
と
し
て
権
威
性
を
有
す
る

と
さ
れ
る
楊
伯
峻
（
一
九
〇
九
―
一
九
九
二
）
編
著
『
春
秋
左
伝
注
』（
中
華
書
局
）
を
見
て
も
、
こ
の
箇
所
は
、
金
澤
文
庫
本
や
王
引
之
説
な

ど
に
拠
っ
て
、「
乙
丑
，趙
穿
殺
靈
公
於
桃
園
」
と
す
る
本
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
清
の
李
富
孫
（
一
七
六
四
―
一
八
四
三
）
は
、
こ
こ
を
解
釈
し
て
、「
趙
穿
攻
靈
公
於
桃
園
。
晉
世
家
、
攻
作
襲
殺
。
釋
文
云
、
攻
本

或
作
弑
。
案
義
、
當
作
弑
。
襲
殺
是
據
事
言
之
」（『
春
秋
左
伝
異
文
釈
』
巻
四
（
皇
清
経
解
続
編 

巻
五
百
六
十
四
））
と
す
る
説
を
唱
え
て
い
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る
。「
當
作
弑
」（
弑
と
す
る
の
が
よ
い
）
と
言
う
の
だ
か
ら
、
こ
ち
ら
は
東
洋
文
庫
蔵
本
の
本
文
と
図
ら
ず
も
合
致
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
金
澤
文
庫
本
や
、
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
年
代
の
遡
る
東
洋
文
庫
蔵
本
な
ど
、
日
本
に
残
る
古
鈔
本
を
見
れ
ば
、
同
じ
博
士
家
の
中

で
あ
っ
て
も
、
様
々
な
本
文
異
同
の
存
在
し
た
こ
と
が
よ
く
見
て
取
れ
、
ま
た
そ
れ
は
清
代
の
学
者
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に
唱
え
た
学
説
と
同
様

に
、
学
問
的
に
多
様
な
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
校
注
か
ら
わ
か
る
こ
と
─
「
受
命
于
楚
」
か
「
命
于
楚
」
か

『
春
秋
経
伝
集
解
』
巻
十
、
宣
公
二
年
の
伝
文
の
冒
頭
文
は
、
現
在
通
行
の
諸
刊
本
で
は
、「
鄭
公
子
歸
生
受
命
于
楚
伐
宋
」
と
さ
れ
る
。

東
洋
文
庫
蔵
本
を
見
て
も
、
一
見
、「
鄭
公
子
歸
生
受
命
于
楚
伐
宋
」
と
あ
り
、
現
在
知
ら
れ
る
宋
刊
本
系
の
本
文
と
同
じ
本
文
を
見
る
こ
と

が
出
来
る
（
図
版
３
）。
し
か
し
、
傍
ら
に
あ
る
校
注
書
き
入
れ
に
着
目
す
る
と
、「
受
」
字
に
は
、
ま
ず
左
傍
に
「
扌
𠂇
」
と
あ
る
。
こ
れ
は

「
摺
有
」
を
減
画
し
た
も
の
で
、
要
す
る
に
宋
刊
本
に
は
「
受
」
字
が
有
る
と
い
う
意
味
。
実
際
、
現
在
通
行
の
各
本
は
「
受
命
于
楚
」（
命
を
楚

に
受
け
て
）
と
し
、「
命
于
楚
」（
楚
に
命
ぜ
ら
れ
て
）
と
は
し
な
い
。
し
か
し
、
わ
ざ
わ
ざ
宋
刊
本
に
有
る
と
い
う
事
実
を
こ
こ
に
注
記
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
何
某
か
の
本
に
は
、
そ
の
「
受
」
字
が
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
右
傍
に
は
「
或
古
本
无
受

字
」
と
い
う
書
き
入
れ
も
ま
た
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
現
在
の
東
洋
文
庫
蔵
本
の
所
用
者
で
あ
っ
た
清
原
頼
業
（
も
し
く
は
そ
れ
以

前
の
人
物
）
が
参
照
す
る
こ
と
の
出
来
た
古
鈔
本
の
う
ち
に
、「
受
」
字
の
無
い
本
文
が
存
在
し
た
ら
し
い
こ
と
が
判
明
す
る（

（（
（

。
東
洋
文
庫
蔵
本

で
は
上
部
に
書
き
入
れ
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
『
経
典
釈
文
』
の
記
載
を
見
て
も
、「
命
於
楚
〈
本
或
作
受
命
于
楚
、
非
也
〉」
と
あ
っ
て
、

「
命
於
楚
」
と
す
る
本
文
が
見
出
し
と
さ
れ
、
こ
の
本
文
の
か
た
ち
が
古
来
あ
り
得
た
こ
と
の
傍
証
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
金
澤
文
庫
本
で
も
、
同
じ
く
一
見
の
本
文
と
し
て
は
「
鄭
公
子
歸
生
受
命
于
楚
伐
宋
」
と
あ
る
（
図
版
４
）。「
受
」
字
に
は
、
左
傍
の

「
扌
𠂇
」
と
だ
け
あ
り
、
東
洋
文
庫
蔵
本
に
あ
っ
た
「
或
古
本
无
受
字
」
の
校
注
は
見
受
け
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
中
央
に
朱
で
の
丸
印
が
附
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
見
消
符
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。『
経
典
釈
文
』
に
「
非
也
」
と
あ
っ
た
の
が
、
清
原
家
内
に
於
い
て
学

説
の
形
成
上
に
影
響
し
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。



─ 116─

そ
こ
で
、
こ
の
見
消
符
を
受
け
て
か
、
金
澤
文
庫
本
を
初
め
て
底
本
と
し
て
紹
介
し
た
竹
添
井
々
（
一
八
四
二
―
一
九
一
七
）
著
『
左
氏
会

箋
』（
明
治
三
十
六
年
）
で
は
、
こ
の
「
受
」
字
は
削
除
さ
れ
て
活
字
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
節
で
も
取
り
上
げ
た
楊
伯
峻
『
春
秋
左
伝

注
』
で
は
、
当
該
文
を
「
鄭
公
子
歸
生
命
于
楚
伐
宋
」
と
し
た
上
で
、
以
下
の
よ
う
に
注
す
る
。

「
命
于
楚
」，各
本
均
作
「
受
命
于
楚
」，唯
金
澤
文
庫
本
無
「
受
」
字
，與
釋
文
或
本
合
。
杜
此
注
云
 ：「
受
楚
命
也
。」
臧
琳
經
義
雜
記
云
 ：

「
傳
本
無
『
受
』
字
，故
注
云
『
受
楚
命
』。
若
傳
本
作
『
受
命
于
楚
』，則
文
義
已
明
，杜
可
無
庸
注
矣
。」
洪
亮
吉
詁
亦
云
 ：「
按
杜
注
，不
當

有
『
受
』
字
。」
劉
文
淇
疏
證
云
 ：「
按
宋
世
家
『
文
公
四
年
春
，鄭
命
楚
伐
宋
』，亦
無
『
受
』
字
。」
諸
説
是
也
。「
命
」
即
「
受
命
」
之
義
，

（
図
版
４
）
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
当
該
箇
所
。
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
。

（
図
版
３
）
保
延
五
年
清
原
頼
業
奥
書
『
春
秋
経
伝
集
解
』
当
該
箇
所
。
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
所
蔵
。
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十
二
年
傳
「
皆
命
而
往
」
義
即
「
皆
受
命
而
往
」，尤
可
證
。
今
從
金
澤
文
庫
本
删
正
。

直
後
の
杜
預
注
が
、
こ
の
伝
文
を
「
受
楚
命
也
」
と
解
釈
す
る
の
は
、
通
行
の
伝
文
で
あ
れ
ば
、
文
章
が
重
複
す
る
だ
け
の
こ
と
に
な
っ
て
不

可
解
で
あ
る
こ
と
を
基
に
し
て
、
清
代
の
学
者
た
ち
、
具
体
的
に
は
、
臧
琳
（
一
六
五
〇
│
一
七
一
三
）
の
『
経
義
雑
記
』、
洪
亮
吉
（
一
七
四

六
│
一
八
〇
九
）
の
『
春
秋
左
伝
詁
』（
巻
十
）、
劉
文
淇
（
一
七
八
九
│
一
八
五
四
）
の
『
春
秋
左
氏
伝
旧
注
疏
證
』
に
見
ら
れ
る
説
を
紹
介
す

る
な
ど
し
た
上
で
、
金
澤
文
庫
本
に
従
っ
て
正
し
改
め
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
こ
こ
で
楊
伯
峻
が
「
金
澤
文
庫
本
」
と
い
う
の
は
、
実
際

は
、「
受
」
字
が
完
全
に
削
除
さ
れ
無
い
も
の
と
さ
れ
た
上
で
活
字
と
な
っ
た
『
左
氏
会
箋
』
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
清
原
家
で
「
或
古
本
无
受
字
」
と
い
う
書
き
入
れ
、
或
い
は
『
経
典
釈
文
』
の
注
記
を
踏
ま
え
た
上

で
施
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
校
注
は
、
清
代
か
ら
現
代
に
か
け
て
中
国
で
考
え
ら
れ
た
学
説
と
、
五
百
年
近
く
先
ん
じ
て
実
は
符
合
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
清
原
家
の
学
説
を
留
め
る
金
澤
文
庫
本
の
本
文
は
、
主
に
『
左
氏
会
箋
』
を
通
し
て
、
近
現
代
の
左
伝
研
究
の
中
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
こ
れ
ま
で
も
あ
り
、
学
説
の
信
憑
性
を
高
め
る
根
拠
と
も
な
り
得
て
き
た
。
そ
の
写
本
に
は
数
百
年
前
の
日
本
の
清
原
家
の
学
者
た
ち
の
、
他

本
と
の
校
合
、『
経
典
釈
文
』
の
摂
取
、
見
消
を
施
す
と
い
っ
た
学
問
的
営
為
が
実
際
に
は
内
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

む
す
び

以
上
、
本
稿
で
は
、
⑴
『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
東
洋
文
庫
蔵
本
と
金
澤
文
庫
本
と
の
間
に
あ
る
本
文
の
相
違
か
ら
見
る
と
、
清
原
家
に
於
け
る

伝
授
の
際
に
は
、
多
様
な
本
文
の
保
存
が
意
図
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
、
⑵
そ
こ
に
保
存
さ
れ
た
本
文
の
か
た
ち
は
、
清
代
の
学
者
た
ち
が
後
に
案

出
し
た
学
説
を
実
は
補
強
し
得
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
関
し
て
概
述
し
て
き
た
。

最
後
に
、『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
金
澤
文
庫
本
と
敦
煌
写
本
と
の
間
に
あ
る
本
文
の
共
通
性
に
、
一
言
触
れ
て
お
き
た
い（

（（
（

。
金
澤
文
庫
本
に
於

い
て
宋
刊
本
と
の
異
同
が
見
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
金
澤
文
庫
本
と
敦
煌
写
本
と
の
本
文
が
実
は
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
互
い
に
接
触
し
た
こ
と
な
ど
な
く
、
四
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
隔
て
た
地
に
保
存
さ
れ
た
本
文
が
一
致
す
る
と
い
う
の
は
、
宋
刊
本
が
出
現
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す
る
よ
り
前
の
唐
代
に
、
中
国
か
ら
文
物
が
東
西
へ
伝
播
し
た
際
の
名
残
を
留
め
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
点
か
ら
も
日
本
に

伝
存
す
る
漢
籍
古
鈔
本
の
意
義
は
理
解
さ
れ
る
。

本
稿
で
言
及
し
た
『
春
秋
経
伝
集
解
』
古
鈔
本
の
う
ち
、
東
洋
文
庫
蔵
本
は
二
〇
一
五
年
に
勉
誠
出
版
か
ら
影
印
本
が
刊
行
さ
れ
（
東
洋
文
庫

善
本
叢
書
9
）、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
金
澤
文
庫
本
の
ほ
う
は
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
宮
内
庁
書
陵
部
収
蔵
漢
籍
集
覧
」
に
収
載
、
中
国
で
は

近
く
影
印
本
も
出
版
さ
れ
る
と
言
う
。
か
つ
て
、
清
の
阮
元
（
一
七
六
四
│
一
八
四
九
）
ら
が
山
井
崑
崙
の
校
記
に
よ
っ
て
足
利
学
校
本
を
知

り
刺
激
を
与
え
ら
れ
た
時
代
、
楊
伯
峻
ら
が
竹
添
井
々
の
会
箋
に
よ
っ
て
金
澤
文
庫
本
を
知
り
影
響
を
受
け
た
時
代
を
経
て
、
現
在
で
は
、
居
な

が
ら
に
し
て
多
く
の
本
の
本
文
の
実
体
を
知
り
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
日
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
的
な
交
流
に
よ
る
学
問
の
進
展
を
今
後
と
も

期
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

注（
１
）	

本
稿
の
主
題
と
す
る
『
春
秋
経
伝
集
解
』
に
つ
い
て
言
う
と
、
藤
井
斉
成
会
有
鄰
館
に
蔵
さ
れ
る
巻
第
二
残
巻
が
唐
鈔
本
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
加

点
年
代
は
平
安
中
期
以
前
と
さ
れ
る
。
小
助
川
貞
次
「
訓
点
資
料
の
展
開
史
に
お
け
る
有
鄰
館
蔵
『
春
秋
経
伝
集
解
巻
第
二
』
の
位
置
」（「
日
本
語
の

研
究
」
第
四
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
八
年
一
月
）
参
照
。

（
２
）	

阿
部
隆
一
「
漢
籍
」（『
阿
部
隆
一
遺
稿
集
』
第
三
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
年
。
初
出
は
一
九
八
三
年
）、
佐
藤
道
生
「
日
本
漢
学
研
究
に
於
け
る

古
筆
切
の
利
用
」（「
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
報
」
三
、
二
〇
一
九
年
三
月
）
参
照
。

（
３
）	

石
塚
晴
通
・
小
助
川
貞
次
「
春
秋
経
伝
集
解
巻
第
十 

解
題
」（『
国
宝 

春
秋
経
伝
集
解 

巻
第
十
／
重
要
文
化
財 

論
語
集
解 

文
永
五
年
写 

巻
第
八
』
東

洋
文
庫
善
本
叢
書
9
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。「
内
匠
允
重
憲
」
は
同
族
の
清
原
重
憲
を
指
す
。

（
４
）	

文
永
四
・
五
年
（
一
二
六
七
・
六
八
）
に
書
写
さ
れ
た
二
十
六
巻
分
を
本
体
と
し
、
弘
長
元
年
お
よ
び
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
に
書
写
さ
れ
た
巻
二

十
三
・
二
十
六
、
弘
安
元
年
に
書
写
さ
れ
た
巻
十
四
・
十
五
が
取
り
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
道
生
「
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』、
奥
書
の
再
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検
討
」（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
漢
籍
研
究
会
編
『
図
書
寮
漢
籍
叢
考
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
）
参
照
。

（
５
）	
小
林
芳
規
「
金
澤
文
庫
本
群
書
治
要
の
訓
點
」（『
群
書
治
要
㈦
』
古
典
研
究
会
叢
書 

漢
籍
之
部
15
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
）
参
照
。

（
６
）	
「
扶
」
は
、
阮
元
『
春
秋
左
伝
注
䟽
挍
勘
記
』
に
よ
れ
ば
、
刊
本
に
よ
り
往
々
に
し
て
「
跣
」
と
す
る
。

（
７
）	

「
嫡
」
は
、
阮
元
『
春
秋
左
伝
注
䟽
挍
勘
記
』
に
よ
れ
ば
、
宋
本
（
慶
元
六
年
呉
興
沈
中
賔
刊
本
）・
淳
熙
本
（
淳
熙
三
年
閩
山
阮
仲
猷
種
徳
堂
刊
本
）・

岳
本
（
南
宋
（
或
い
は
元
）
相
台
岳
氏
刊
本
）
で
は
「
適
」
と
す
る
。

（
８
）	

注
（
３
）
前
掲
解
題
（
九
三
頁
）
に
は
、「
頼
業
の
孫
・
清
原
教
隆
が
本
書
を
書
写
・
移
点
し
た
こ
と
は
宮
内
庁
書
陵
部
本
の
奥
書
に
よ
っ
て
分
か
る
」

と
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）	

清
原
祐
安
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
清
原
家
と
中
原
家
と
を
つ
な
ぐ
祐
安
」（『
書
物
学
』
第
一
四
巻
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。
こ
の
「
造
酒
正
」
が
祐
安
を
指
す
こ
と
は
、
同
巻
十
五
奥
書
に
「
応
保
二
年
八
月
十
六
日
、
以
秘
本
粗
校
合
了　

 

良
醞
令
祐
安
」
と
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
わ
か
る
（
良
醞
令
は
造
酒
正
の
唐
名
）。

（
10
）	

『
山
槐
記
』
応
保
元
年
（
一
一
六
一
）
十
二
月
十
一
日
条
に
、「
造
酒
正
中
原
祐
定
〈
助
教
頼
業
舎
弟
也
〉」
と
の
記
載
が
あ
り
、
こ
の
「
祐
定
」
と
い

う
の
は
、「
祐
安
」
の
誤
記
で
あ
る
疑
い
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。
注
（
９
）
前
掲
拙
稿
参
照
。

（
11
）	

伝
授
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
道
生
「
伝
授
と
筆
耕
―
呉
三
郎
入
道
の
事
績
―
」（「
中
世
文
学
」
六
一
、
二
〇
一
六
年
六
月
）
な
ど
に
解
説
が
あ

る
。

（
12
）	

拙
稿
「
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
奥
書
と
伝
来
」（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
漢
籍
研
究
会
編
『
図
書
寮
漢
籍
叢
考
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
13
）	

通
行
本
な
ら
び
に
金
澤
文
庫
本
で
は
「
公
弑
」。
王
引
之
は
、『
経
典
釈
文
』
の
記
載
（
通
行
本
で
は
「
聞
公
弑
〈
申
志
反
〉」
と
注
す
る
）
の
不
可
解

さ
な
ど
を
根
拠
に
、
当
該
注
の
文
を
「
公
殺
」
と
考
証
し
記
述
し
て
い
る
。
こ
れ
が
東
洋
文
庫
蔵
本
で
は
「
公
煞
」
と
さ
れ
（
図
版
１
）、
王
引
之
説

と
合
う
。

（
14
）	

清
原
頼
業
が
「
或
古
本
」
を
校
合
に
用
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
金
澤
文
庫
本
の
奥
書
中
に
「
久
寿
二
年
〔
一
一
五
五
〕
十
月
十
三
日
、
戌
刻
、
以

或
古
本
見
合
了　

 

在
判
〈
頼
業
〉」（
巻
十
九
）、「
久
壽
三
年
〔
一
一
五
六
〕
三
月
廿
七
日
、
酉
剋
、
以
或
古
本
見
合
畢
」（
巻
二
十
五
）、「
保
元
〻
年

〔
一
一
五
六
〕
五
月
廿
一
日
、
卯
刻
、
重
以
或
古
本
見
合
了
、
凡
一
部
卅
軸
同
所
比
挍
也
、
其
中
或
有
古
説
、
或
有
新
箋
、
従
善
棄
謬
、
唯
取
合
意
耳
」

（
巻
三
十
）
と
い
っ
た
記
事
が
あ
る
。

（
15
）	

た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
例
が
指
摘
さ
れ
る
。
橋
本
秀
美
氏
の
御
示
教
に
よ
っ
た
。
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・
僖
公
五
年
の
伝
文
の
注
、
諸
刊
本
で
は
「
道
國
在
汝
南
安
陽
縣
南
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
金
澤
文
庫
本
・
敦
煌
本
と
も
に
「
陽
安
縣
」
と
す
る
。

・
僖
公
六
年
の
伝
文
の
注
、
諸
刊
本
で
は
「
將
受
死
、
故
衰
經
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
金
澤
文
庫
本
・
敦
煌
本
と
も
に
「
受
罪
死
」
と
す
る
。

・
僖
公
七
年
の
伝
文
の
注
、
諸
刊
本
で
は
「
隱
諱
亦
損
盛
德
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
金
澤
文
庫
本
・
敦
煌
本
と
も
に
「
損
德
」
と
す
る
。

・
僖
公
九
年
の
伝
文
、
諸
刊
本
で
は
「
秦
晉
輔
之
、
子
將
何
如
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
金
澤
文
庫
本
・
敦
煌
本
と
も
に
「
如
何
」
と
す
る
。

・
僖
公
十
年
の
伝
文
、
諸
刊
本
で
は
「
子
弑
二
君
與
一
大
夫
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
金
澤
文
庫
本
・
敦
煌
本
と
も
に
「
殺
」
と
す
る
。

・
僖
公
十
四
年
の
伝
文
、
諸
刊
本
で
は
「
公
怒
止
之
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
金
澤
文
庫
本
・
敦
煌
本
と
も
に
「
公
怒
之
」
と
す
る
。

・
僖
公
十
四
年
の
伝
文
の
注
、
諸
刊
本
で
は
「
亡
國
之
徵
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
金
澤
文
庫
本
・
敦
煌
本
と
も
に
「
亡
之
徵
」
と
す
る
。

﹇
附
記
﹈
掲
載
図
版
（
１
、
３
）
は
、
東
洋
文
庫
監
修
／
石
塚
晴
通
・
小
助
川
貞
次 

解
題
『
国
宝 

春
秋
経
伝
集
解 

巻
第
十
／
重
要
文
化
財 

論
語
集
解 

文
永
五
年
写 

巻
第
八
』（
東
洋
文
庫
善
本
叢
書
9
）（
勉
誠
出
版　

二
〇
一
五
年
七
月
）
よ
り
の
転
載
。

　

図
版
の
掲
載
に
際
し
て
は
、
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
、
勉
誠
出
版
、
な
ら
び
に
宮
内
庁
書
陵
部
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
御
許
可
を
賜
っ
た
。
記

し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

﹇
附
記
﹈
本
稿
は
、「
地
域
漢
文
学 

国
際
若
手
研
究
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
平
成
31
年
1
月
15
日
、
於
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
て

行
っ
た
同
題
の
研
究
報
告
に
基
づ
き
、
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。


